
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体に記録された情報に対する任意の再生時間を設定再生時間として設定する設定
手段と、
　前記情報の標準再生時間と前記設定再生時間とから間引き率を演算する演算手段と、
　間引き動作を実行する基準となる基準時間を設定する基準時間設定手段と、
　前記基準時間と前記間引き率

に基づいて再生アドレスマップを作成する作成手段と、
　前記再生アドレスマップに基づいて、前記設定再生時間で再生を行う再生手段とを備え
ることを特徴とする情報再生装置。
【請求項２】
　前記演算手段は、前記記録媒体に記録されている管理情報に基づいて、前記情報の標準
再生時間を算出

ことを特徴とする請求項１に記載の情報再生装置。
【請求項３】
　

【請求項４】
　前記情報の再生中に、所定時間だけスキップを指示する指示手段と、
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とを乗算させて再生すべき情報のアドレスを抽出し、抽出
した前記アドレス

し、前記標準再生時間は前記情報が１倍速で再生されたときの再生時間で
ある

前記作成手段は、前記記録された情報に対して当該情報が再生される時間を対応付けた
集中情報をさらに加味して前記再生アドレスマップを作成することを特徴とする請求項１
又は２に記載の情報再生装置。



　前記指示手段によってスキップが指示されたとき、前記再生アドレスマップに基づいた
前記情報の再生に優先してスキップ動作を実行するスキップ手段と、
　前記スキップ動作が実行されたときに、スキップ動作に基づいた再生アドレスマップを
作り直す修正手段と
　を備えることを特徴とする請求項１ に記載の情報再生装置。
【請求項５】
　前記スキップ手段は、前記指示手段によって連続して複数のスキップが指示された場合
、前記所定時間の前記複数倍だけスキップ動作を実行することを特徴とする請求項４に記
載の情報再生装置。
【請求項６】
　記録媒体に記録された情報に対する任意の再生時間を設定再生時間として設定する設定
工程と、
　前記情報の標準再生時間と前記設定再生時間とから間引き率を演算する演算工程と、
　間引き動作を実行する基準となる基準時間を設定する基準時間設定工程と、
　前記基準時間と前記間引き率

に基づいて再生アドレスマップを作成する作成工程と、
　前記再生アドレスマップに基づいて、前記設定再生時間で再生を行う再生工程と
　を有することを特徴とする情報再生方法。
【請求項７】
　前記演算工程では、前記記録媒体に記録されている管理情報に基づいて、前記情報の標
準再生時間を算出

ことを特徴とする請求項６に記載の情報再生方法。
【請求項８】
　

に記載の情報再生方法。
【請求項９】
　前記情報の再生中に、所定時間だけスキップを指示する指示工程と、
　前記指示工程にてスキップが指示されたとき、前記再生アドレスマップに基づいた前記
情報の再生に優先してスキップ動作を実行するスキップ工程と、
　前記スキップ動作が実行されたときに、スキップ動作に基づいた再生アドレスマップを
作り直す修正工程と
　を有することを特徴とする請求項６ に記載の情報再生方法。
【請求項１０】
　前記スキップ工程では、前記指示工程にて連続して複数のスキップが指示された場合、
前記所定時間の前記複数倍だけスキップ動作を実行することを特徴とする請求項９に記載
の情報再生方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、記録媒体からの情報を再生する情報再生装置及び情報再生方法に関し、より詳
細には、記録媒体に記録された情報を設定された再生時間で再生する情報再生装置及び情
報再生方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、動画等の情報の再生が可能な情報再生装置としては、いわゆるＶＴＲ (Video Tape 
Recorder)、ＤＶＴＲ（ Digital Video Tape Recorder)、ＤＶＤ等が知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来のＶＴＲ、ＤＶＴＲ、ＤＶＤ等において、時間を短縮して再生す
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～３のいずれか

とを乗算させて再生すべき情報のアドレスを抽出し、抽出
した前記アドレス

し、前記標準再生時間は前記情報が１倍速で再生されたときの再生時間
である

前記作成工程においては、前記記録された情報に対して当該情報が再生される時間を対
応付けた集中情報をさらに加味して前記再生アドレスマップを作成することを特徴とする
請求項６又は７

～８のいずれか



る場合に、予め定められた再生速度（例えば二倍速再生等）で再生する再生装置は知られ
ているが、予め定められた時間に再生時間を一致させる再生装置は提案されていない。
【０００４】
従って、例えば、記録内容を許された時間内で有効に確認したい場合に、２倍速、３倍速
等の予め決められた再生速度のなかから、許された時間内に終わる再生速度のものを選択
するしかなく、許された時間と一致する再生速度は通常得られなかった。本発明は、上記
の問題点にかんがみて為されたもので、その課題は、任意に設定された時間に記録媒体に
記録された情報の再生時間を一致させることができる情報再生装置及び情報再生方法を提
供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る情報再生装置は、上記の課題を解決するために、記録媒体に記録された情
報に対する任意の再生時間を設定再生時間として設定する設定手段と、前記情報の標準再
生時間と前記設定再生時間とから間引き率を演算する演算手段と、間引き動作を実行する
基準となる基準時間を設定する基準時間設定手段と、前記基準時間と前記間引き率

に基づいて再生アド
レスマップを作成する作成手段と、前記再生アドレスマップに基づいて、前記設定再生時
間で再生を行う再生手段とを備えるものである。この情報再生装置によれば、演算手段が
記録媒体に記録された情報の標準再生時間と設定再生時間とに基づいて情報の間引き率を
演算し、作成手段が

再生アドレスマップを作成し、再生手段がこの再生アドレ
スマップに基づいて、情報の再生を実行する。また、本発明に係る情報再生装置は、前記
情報の再生中に、所定時間だけスキップを指示する指示手段と、前記指示手段によってス
キップが指示されたとき、前記再生アドレスマップに基づいた前記情報の再生に優先して
スキップ動作を実行するスキップ手段と、前記スキップ動作が実行されたときに、スキッ
プ動作に基づいた再生アドレスマップを作り直す修正手段とを更に備えるものである。こ
の情報再生装置によれば、スキップ手段が指示手段によって情報の再生中にスキップが指
示されたときに、再生アドレスマップに基づいた情報の再生に優先してスキップ動作を実
行し、修正手段がスキップ動作の実行後、このスキップ動作によるスキップ量を勘案して
、再度再生アドレスマップを作成する。
【０００６】
　本発明に係る情報再生方法は、上記の課題を解決するために、記録媒体に記録された情
報に対する任意の再生時間を設定再生時間として設定する設定工程と、前記情報の標準再
生時間と前記設定再生時間とから間引き率を演算する演算工程と、間引き動作を実行する
基準となる基準時間を設定する基準時間設定工程と、前記基準時間と前記間引き率

に基づいて再生アド
レスマップを作成する作成工程と、前記再生アドレスマップに基づいて、前記設定再生時
間で再生を行う再生工程とを ものである。この情報再生方法によれば、演算工程で
は記録媒体に記録された情報の標準再生時間と設定再生時間とに基づいて情報の間引き率
を演算し、作成工程では

再生アドレスマップを作成し、再生工程ではこの再生
アドレスマップに基づいて、情報の再生を実行する。また、本発明に係る情報再生方法は
、前記情報の再生中に、所定時間だけスキップを指示する指示工程と、前記指示工程にて
スキップが指示されたとき、前記再生アドレスマップに基づいた前記情報の再生に優先し
てスキップ動作を実行するスキップ工程と、前記スキップ動作が実行されたときに、スキ
ップ動作に基づいた再生アドレスマップを作り直す修正工程とを更に有するものである。
この情報再生方法によれば、スキップ工程では指示工程にて情報の再生中にスキップが指
示されたときに、再生アドレスマップに基づいた情報の再生に優先してスキップ動作を実
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とを乗
算させて再生すべき情報のアドレスを抽出し、抽出した前記アドレス

基準時間設定手段によって設定される間引き動作を実行する基準とな
る基準時間と演算された間引き率とを乗算させて再生すべき情報のアドレスを抽出し、抽
出したこのアドレスに基づいて

とを乗
算させて再生すべき情報のアドレスを抽出し、抽出した前記アドレス

有する

基準時間設定工程によって設定される間引き動作を実行する基準
となる基準時間と演算された間引き率とを乗算させて再生すべき情報のアドレスを抽出し
、抽出したこのアドレスに基づいて



行し、修正工程ではスキップ動作の実行後、このスキップ動作によるスキップ量を勘案し
て、再度再生アドレスマップを作成する。
【０００７】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に好適な実施の形態について、図面に基づいて説明する。なお、以下に説明
する実施の形態は、光学的に情報の記録及び再生が可能なディスク状の記録媒体（以下、
単に光ディスクという。）と、これに対応した情報の記録及び再生が可能な情報記録再生
装置に対して、本発明を適用した場合の実施形態である。
【０００８】
始めに、図１を用いて、本発明の実施形態に係る情報記録再生装置Ｓの構成について説明
する。
図１に示すように、実施形態の情報記録再生装置Ｓは、再生手段としてのピックアップ２
と、Ａ／Ｄ（アナログ／ディジタル）コンバータ３と、圧縮回路４と、記録バッファメモ
リ５と、エンコーダ６と、記録回路７と、再生回路８と、デコーダ９と、再生バッファメ
モリ１０と、伸長回路１１と、Ｄ／Ａ（ディジタル／アナログ）コンバータ１２と、スピ
ンドルモータ１３と、設定手段、演算手段、および作成手段、並びに修正手段としてのＣ
ＰＵ１４と、サーボ回路１５と、設定手段としての操作部１６と、表示部１７とにより構
成されている。
上記の構成のうち、ピックアップ２、Ａ／Ｄコンバータ３、圧縮回路４、記録バッファメ
モリ５、エンコーダ６及び記録回路７が情報記録手段としての情報記録部Ｒを構成してい
る。
また、ピックアップ２、再生回路８、デコーダ９、再生バッファメモリ１０、伸長回路１
１及びＤ／Ａコンバータ１２が情報再生手段としての情報再生部Ｐを構成している。
【０００９】
次に、上記構成に基づく本発明の情報記録再生装置の概要動作を説明する。
始めに、外部からの記録すべき情報を記録媒体としての光ディスク 1に記録する場合につ
いて説明する。
外部から記録すべき情報（当該記録すべき情報としては、具体的には、画像情報又は音声
情報或いはその双方が含まれる。）に対応する情報信号Ｓ in（アナ口グ信号）で入力され
てくると、Ａ／Ｄコンバータ３は当該情報信号Ｓ inをディジタル化し、予め設定された入
力レートＭｒのディジタル情報信号Ｓ dを生成して圧縮回路４へ出力する。
そして、圧縮回路４は、ＣＰＵ１４から出力されている制御信号Ｓ ct5に基づいて、入力
されてくるディジタル情報信号Ｓ dを圧縮し、圧縮情報信号Ｓ pdを生成して記録バッファ
メモリ５へ出力する。このとき、当該ディジタル情報信号Ｓｄを圧縮する際には、例えば
、デジタル情報信号Ｓ dが動画の場合ＭＰＥＧ２（ Moving　 Picture　 coding　 Expert　 Gr
oup２）方式等の圧縮方式が用いられる。
【００１０】
次に、記録バッファメモリ５は、入力されてくる圧縮情報信号Ｓ pdをそのまま一時的に記
憶する。このとき、当該記録バッファメモリ５は蓄積された圧縮情報信号Ｓ pdのデータ量
を示すデータ量信号Ｓ mrを常にＣＰＵ１４に出力している。次に、エンコーダ６は、ＣＰ
Ｕ１４から出力されている制御信号Ｓ ct4に基づいて、記録バッファメモり５から、デジ
タル情報信号Ｓ dの入力レートＭ rよりも高い記録レートＲ rで読み出された圧縮情報信号
Ｓ pdをエンコード（符号化）してエンコード信号Ｓ edを生成して記録回路７へ出力する。
そして、記録回路７は、ＣＰＵ１４から出力されている制御信号Ｓ ct2に基づいて、入力
されてくるエンコード信号Ｓ edを記録用の記録信号Ｓ rに変換し、ピックアップ２へ出力
する。このとき記録回路７においては、記録すべき情報に正確に対応した形状のピットを
光ディスク１上に形成すべく、エンコード信号Ｓ edに対していわゆるライトストラテジ処
理等が施される。
【００１１】
次に、ピックアップ２は、記録回路７から出力されている記録信号Ｓ rに基づいて、当該
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ピックアツブ２内の図示しない半導体レーザ等の光源を駆動してレーザ光等の光ビームＢ
を生成して光ディスク１の情報記録面に照射し、当該記録信号Ｓ rに対応するピットを形
成することにより上記記録レートＲ rに対応する速度で情報信号Ｓ inを光ディスク１上に
記録する。このとき、当該光ディスク１は、後述するスピンドル制御信号Ｓ smに基づいて
駆動されるスピンドルモータ１３により所定の回転数で回転されている。なお、当該光デ
ィスク１上では、例えば、相変化方式により記録信号Ｓ rに対応するピットが形成されて
情報信号Ｓ inが記録される。
【００１２】
次に、光ディスク１に記録されている情報を再生する場合の動作について説明する。
再生時においては、先ず、ピックアップ２が再生用の光ビームＢを回転する光ディスク１
に照射し、その反射光に基づいて光ディスク１上に形成されているピットに対応する検出
信号Ｓ pを検出レートＲ pで生成し、再生回路８に出力する。次に、再生回路８は、ＣＰＵ
１４から出力されている制御信号Ｓ ct１に基づいて、出力された検出信号Ｓ pを所定の増
幅率で増幅すると共にその波形を整形し、再生信号Ｓ ppを生成してデコーダ９に出力する
。
そして、デコーダ９は、ＣＰＵ１４から出力されている制御信号Ｓ ct３に基づいて、上記
エンコーダ６におけるエンコード方式に対応するデコード（復号）方式により再生信号Ｓ
ppをデコードし、デコード信号Ｓ ddを生成して上記検出レートＲ pに対応する速度で再生
バッファメモリー１０へ出力する。
【００１３】
次に、再生バッファメモリ１０は、入力されてくるデコード信号Ｓ ddをそのまま一時的に
記憶する。このとき、当該再生バッファメモリ５は蓄積されたデコード信号Ｓ ddのデータ
量を示すデータ量信号Ｓ mpを常にＣＰＵ１４に出力している。
次に、伸長回路１１は、ＣＰＵ１４から出力されている制御信号Ｓ ct６に基づいて、一時
的に再生バッファメモリ１０に記憶されているデコード信号Ｓ ddを上記検出信号Ｓ pの検
出レートＲ pよりも低い出力レートＭ pで読み出し、読み出したデコード信号Ｓ ddに対して
上記圧縮回路４における圧縮処理に対応する伸長処理を施し、伸長信号Ｓ oを生成してＤ
／Ａコンバータ１２に出力する。
【００１４】
そして、Ｄ／Ａコンバータ１２は、伸長信号Ｓ oをアナログ化し、上記情報信号Ｓ inに対
応する出力信号Ｓ outを生成して外部に出力する。
以上説明した情報記録または情報再生の動作に伴って、ＣＰＵ１４は上記デー夕量信号Ｓ
mp又はＳ mrに基づいて、後述のフローチャートで示す処理を実行すべく上記各制御信号を
出力する。このとき、操作部１６は、使用者等により為された操作に対応する指示信号Ｓ
cをＣＰＵ１４に出力し、当該指示信号Ｓ cに基づいてＣＰＵ１４が上記各制御信号Ｓ ct1
乃至Ｓ ct６を夫々出力する。
これと並行して、ＣＰＵ１４は、スピンドルモータ１３及びピックアツブ２をサーボ制御
するための制御信号Ｓ ct８を生成してサーボ回路１５に出力し、当該サーボ回路１５は、
制御信号Ｓ ct８に基づいてスピンドルモータ１３の回転を制御するための上記スピンドル
制御信号Ｓ smを生成して当該スピンドルモータ１３に出力すると共に、ピックアップ２に
おけるいわゆるトラッキングサーボ制御及び，フォーカスサーボ制御のためのピックアッ
プ制御信号Ｓ spを生成して当該ピックアップ２に出力する。そして、ピックアップ２は、
当該ピックアップ制御信号Ｓ spに基づき、光ビームＢに対してトラッキングサーボ制御及
びフォーカスサーボ制御を施しつつ上記記録信号Ｓ r（情報信号Ｓ in）の記録又は検出信
号Ｓ pの検出を行う。また、上述した情報記録再生装置Ｓの動作を使用者が制御するため
に必要な情報は、ＣＰＵ１４からの表示信号Ｓ dpに基づいて表示部１７に表示される。
【００１５】
次に、上記構成を有する情報記録再生装置Ｓにおける情報再生部Ｐの本発明に関わる情報
再生動作について図２を用いて説明する。始めに、ＣＰＵ１４は、操作部１６を介して視
聴時間Ａ（これは、使用者が光ディスク１に記録した情報ファイル（一連の記録動作で記
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録した、例えば一のテレビ番組に相当する情報群）を何時間で見終わりたいのかを示す時
間情報である。）が指示されると（ステップＳ１）、光ディスク１の所定の領域に記録さ
れた当該情報ファイルに対する管理情報を読み込む（ステップＳ２）。管理情報とは、光
ディスク１に記録した情報ファイル（例えばテレビ番組）の当該光ディスク１上における
記録の開始アドレス及び終了アドレス、さらには後述する集中情報等の総称であって、通
常は、記録した一の情報ファイル毎にかかる情報ファイルと対になる形式で記録されてい
る。
【００１６】
また、集中情報とは、この実施形態の場合、記録された情報の再生時間（当該記録された
情報を一倍速で再生した場合の経過時間）に換算して例えば１秒単位で対応する情報が記
録されている光ディスク１上の記録位置（アドレス）を示すものである。この実施形態で
は、光ディスク１には、例えばＭＰＥＧ２方式の圧縮方式で圧縮されたビデオ情報が情報
データとして記録されるが、通常この手の圧縮方式では、前画面との差分情報を情報デー
タとするため、記録すべき情報（映像）に応じてデータ量が異なることとなる。例えば、
静止画が連続する場合には一フレーム（画面一枚）の全てに亘って前画面との差分情報は
ゼロであるし、場面展開（シーンチェンジ）する場合には一フレーム全てに亘って差分情
報が発生する。このように、記録するべき情報に応じて実際に記録されるデータ量が異な
るため、再生時間に換算したときに同じ１秒であっても、光ディスク１から実際に再生す
るデータ量は異なるのである。つまり、レーザディスクのようなアナログ情報を記録する
光ディスクとは異なり、この実施形態における光ディスク１上では、かかる光ディスク１
のアドレスと記録された情報の再生時間とは単純な比例関係にはないため、実際に記録し
た情報に再生時間を対応付ける上記集中情報が必要となるのである。ＣＰＵ１４は、上記
管理情報から最終の集中情報が何秒目に対応するものであるかを検出することにより、該
当する情報ファイルの総合時間（光ディスク１を標準再生モード（１倍速再生）で再生し
た際に、当該情報ファイルを全て視聴するのに要する時間）Ｂを知ることができる。
【００１７】
次に、ＣＰＵ１４は、上記ステップＳ２で読取った管理情報から、この情報ファイルの総
合時間Ｂを取得し、上記視聴時間Ａ及び総合時間Ｂとにより、以下の式に基づいて当該情
報ファイルを再生する際の間引き率Ｋを演算する（ステップＳ３）。
【００１８】
【数１】
間引き率　Ｋ＝Ａ／Ｂ
【００１９】
そして、上記式に基づいて間引き率Ｋを演算した後、ＣＰＵ１４は、間引き再生の形態（
間引き再生モード）を設定する（ステップＳ４）。この間引き再生モードは、再生するべ
き情報ファイルからどの様な間引きの仕方を行うのかを指示するものであって、具体的に
は間引き動作を実行する基準となる基準時間（標準再生モードにおける再生時間換算で指
定する。例えば１秒、１分、１０分、６０分等）を設定する。例えば、上記間引き率Ｋが
0.5であって、間引き再生モードとして基準時間を１分（ 60秒）に設定すると、かかる基
準時間１分（ 60秒）と間引き率 0.5との乗算が行われる。したがって、図３に示す通り、
１分当たり 30秒再生し、 30秒分の情報は読み飛ばす（ジャンプする）ことにより間引かれ
る再生形態となる。また、上記単位時間として１秒が設定されると、例えば光ディスク１
に記録された対象となるビデオ信号がＮＴＳＣテレビジョン方式の場合には、 1秒当たり
のフレーム数が 30フレームであるから、かかる 30フレームに対して間引き率 0.5の乗算が
行われ、１秒当たリ 15フレーム再生し、 15フレーム分ジャンプする再生形態となる．
【００２０】
この基準時間は、操作部１６を介して入力される使用者からの指示信号Ｓ cに基づいて選
定されるが、特に指示がないときには、例えば１分が選定されるように構成されている。
基準時間をより短い時間に設定するほど情報ファイル全体に亘って平均的に間引かれるこ
とになるため、例えば情報ファイルとして推理ドラマ等を記録した場合には、犯人を推定
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するうえで決定的となる重要な一場面をジャンプによって間引くという危険が少なくなる
。しかしながら、基準時間が短いほど映像に現れる移動体の動きが速くなるため不自然と
なり、視聴者に違和感を感じさせることとなる。
したがって、基準時間の設定によって発生する利点及び不具合を勘案して使用者が自分の
好みに応じた選定ができる構成が、好ましい。
【００２１】
次に、ＣＰＵ１４は、上記ステップＳ４において設定された間引き再生モードに応じた再
生アドレスマップの作成を行う（ステップＳ５）。再生アドレスマップは、上記集中情報
を用いて作成される。例えば、上記ステップＳ３で算出された間引き率Ｋが０ .５であっ
て、基準時間１分が設定された場合、ＣＰＵ１９は、情報ファイルの開始アドレスから、
上記集中情報に基づいて例えば 30秒置きに、 30秒分に相当する情報の開始アドレスと終了
アドレスとを対にして、これを情報ファイル全てに亘って抽出し、図示しない内部メモリ
に再生アドレスマップとして構築し記憶するのである。
【００２２】
次いで、上記ステップＳ５において作成した再生アドレスマップに基づいて再生すべきア
ドレスをサーチして（ステップＳ６）、かかるアドレス位置からこの例では 30秒分の再生
を開始する（ステップＳ７）。
【００２３】
次に、ステップＳ８に移行して、操作部１６を介して使用者によるスキップの指示信号が
与えられているか否かを判断する。このスキップの指示信号は、上記ステップＳ７におけ
る再生中に、視聴者にとって再生するには及ばない情報（例えばコマーシャル等）が再生
された場合に、使用者が操作部１７に設けられた図示しないスキップボタンを押すことに
より発生するものであって、かかるスキップ指示信号が与えられていない場合は（ステッ
プＳ８； nｏ）、上記 30秒分の再生を実行した後ステップＳ１０に移行して、再生アドレ
スマップで指定されている再生終了アドレスに到達したか否かが判断される。
【００２４】
一方、ステップＳ８において、スキップ指示信号が与えられている場合には（ステップＳ
８； yeｓ）、スキップ指示信号が与えられた時点から、標準再生モードの再生時間に換算
して例えば 60秒分の情報をスキップし、このスキップした 60秒分、後に記録されている情
報から上記ステップＳ４で設定した間引き再生モードに基づいて再生アドレスマップを再
度作成（修正）する（ステップＳ９）。
次いで、ステップＳ１０に移行して、再生アドレスマップで指定されている再生終了アド
レスに到達したか否かが判定され、再生終了アドレスに到達していない場合には（ステッ
プＳ１０； no）、ステップＳ６に移行して以上の動作を繰り返し継続する。
【００２５】
一方、ステップＳ１０において、再生終了アドレスに到達している場合には（ステップＳ
１０； yes)、上記一連の間引き再生を終了する（再生終了ストップ）。なお、上記ステッ
プＳ８において、スキップ指示信号が与えられていると判定された場合、 60秒スキップす
る例を述べたが、使用者か操作部１６でスキップボタンを押した回数によリスキップする
再生時間を変えるようにすることもできる。例えば、スキップボタンが続けて２度押され
た場合には、一度に 120秒分スキップし、かかるスキップされた 120秒後の位置に記録され
ている情報から再度再生アドレスマップを作成するように構成してもよい。
なお、上述した実施形態は、記録媒体として光ディスク１を用いた場合について説明した
が、これ以外に、情報の読み書きが共に可能でありランダムアクセスが可能な記録媒体、
例えば、半導体メモリ等にも適用することができる。
【００２６】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明に係る情報再生装置は、記録媒体に記録された情報に対す
る任意の再生時間を設定再生時間として設定する設定手段と、情報の標準再生時間と設定
再生時間とから間引き率を演算する演算手段と、間引き動作を実行する基準となる基準時
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間を設定する基準時間設定手段と、基準時間と間引き率
に基づいて再生アドレスマップを作成する作成手段

と、再生アドレスマップに基づいて、設定再生時間で再生を行う再生手段とを備えること
により、視聴者が所望する時間に一致させて情報を再生することができ、利便性を向上さ
せることができる 。
　また、本発明に係る情報再生装置は、情報の再生中に、所定時間だけスキップを指示す
る指示手段と、指示手段によってスキップが指示されたとき、再生アドレスマップに基づ
いた情報の再生に優先してスキップ動作を実行するスキップ手段と、スキップ動作が実行
されたときに、スキップ動作に基づいた再生アドレスマップを作り直す修正手段とを更に
備えることにより、情報の再生中に、例えばコマーシャルなどの視聴者にとって再生する
には及ばないと判断された情報の一部が再生されたとき、スキップの指示を出すことによ
り、不要な一部をスキップすることができると共に、スキップ後に再度スキップ前の間引
き率に基づいた間引き再生を行うことができ、利便性を向上させることができる。
【００２７】
　本発明に係る情報再生方法は、記録媒体に記録された情報に対する任意の再生時間を設
定再生時間として設定する設定工程と、情報の標準再生時間と設定再生時間とから間引き
率を演算する演算工程と、間引き動作を実行する基準となる基準時間を設定する基準時間
設定工程と、基準時間と間引き率

基づいて再生アドレスマップを作成する作成工程と、再生アドレスマップ
に基づいて、設定再生時間で再生を行う再生工程とを有することにより、視聴者が所望す
る時間に一致させて情報を再生することができ、利便性を向上させることができる

。
　また、本発明に係る情報再生方法は、情報の再生中に、所定時間だけスキップを指示す
る指示工程と、指示工程にてスキップが指示されたとき、再生アドレスマップに基づいた
情報の再生に優先してスキップ動作を実行するスキップ工程と、スキップ動作が実行され
たときに、スキップ動作に基づいた再生アドレスマップを作り直す修正工程とを更に有す
ることにより、情報の再生中に、例えばコマーシャルなどの視聴者にとって再生するには
及ばないと判断された情報の一部が再生されたとき、スキップの指示を出すことにより、
不要な一部をスキップすることができると共に、スキップ後に再度スキップ前の間引き率
に基づいた間引き再生を行うことができ、利便性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態の情報記録再生装置の概要構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態の情報再生において、２時間番組を１時間でみるときの１実施例の説明
図である。
【図３】各バッファメモリの蓄積データ量の変化を示す図である。
【符号の説明】
１…光ディスク
２…ピックアップ
３…Ａ／Ｄコンバータ
４…圧縮回路
５…記録バッファメモリ
６…エンコーダ
７…記録回路
８…再生回路
９…デコーダ
１０…再生バッファメモリ
１１…伸長回路
１２…Ｄ／Ａコンバータ
ｌ３…スピンドルモータ
１４…ＣＰＵ
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とを乗算させて再生すべき情報の
アドレスを抽出し、抽出したアドレス

と共に、再生内容に応じた再生情報の間引きができる

とを乗算させて再生すべき情報のアドレスを抽出し、抽
出したアドレス

と共に
、再生内容に応じた再生情報の間引きができる



１５…サーボ回路
１６…操作部
１７…表示部
Ｂ…光ビーム
Ｓ…情報記録再生装置
Ｐ…情報再生部
Ｒ…情報記録部
Ｓ in…情報信号
Ｓ d…ディジタル情報信号
Ｓ pd…圧縮情報信号
Ｓ ed…エンコード信号
Ｓ r…記録信号
Ｓ pp…検出信号
Ｓ pp…再生信号
Ｓ dd…デコード信号
Ｓ o…伸長信号
Ｓ out…出力信号
Ｓ mr、Ｓ mp…デー夕量信号
Ｓ c…指示信号
Ｓ８、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４、Ｓ５、Ｓ６…制御信号
Ｓ sp…ピックアップ制御信号
Ｓ sm…スピンドル制御信号
Ｓ dp…表示信号
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【 図 ３ 】
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